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第 149 号

◇視点「宗教法人の実務を再考」④

◇備後学僧侶逸伝⑩

　　鴨川組勝願寺　足利義山

◇寄稿　東日本大震災被災地より

◇連載「ナーガールジュナ」②

◇ＮＥＷＳ＆活動情報

◇予報・インフォメーション

御影堂で清掃奉仕
神石組

児童念仏奉仕団
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区
分

貸付種類
貸付期間

（据置期間含む）

借
換

資金の借換え
銀行その他の金融機関からの借入金
の返済資金に充当する場合

上記①～⑤の借入目的を対象とし、
同貸付額及び同貸付期間になります

１０年以内

⑥
寺院後継予定者
就学資金

寺院後継予定者の就学資金として借り
入れたい場合
（短期大学を含むすべての大学及び仏
教学院における就学期間を対象）

１カ年
５０万円

最長４カ年
(５０万円×４年)

１０年以内

※就学期間終了後
から返済開始

寺
院
振
興
支
援
対
策

④
本堂新築・修復

寺院又は非法人寺院の機能の振興を
目的として、本堂新築又は修復の場合

１口
１００万円

（新築）上限２０口

（修復）上限１０口
１０年以内

⑤
境内建物その他施設・
環境の整備

寺院又は非法人寺院の公益的活動の
展開を目的として、社会福祉及び介護
等にかかる施設や設備の新設・購入、
並びに境内建物その他施設におけるバ
リアフリー環境の整備を行う場合

１口
１００万円 上限５口

１０年以内

③
都市開教専従員の
開教活動資金

都市開教専従員の当初の開教活動資
金として必要な場合

１口
１００万円 上限１０口 ２０年以内

国
内
開
教
対
策

①
開教拠点の設置

国内開教の必要が認められる地域で、
新たに寺院の設立を目的とした開教拠
点を設置する場合

１口
１００万円

上限３０口
（特別に理由がある場合で
総局が認めた場合５０口）

２０年以内

②
主たる事務所の移転・
従たる事務所の設置

国内開教の必要が認められる地域で、
寺院又は非法人寺院の主たる事務所
の移転、又は新たな寺院活動を目的と
した従たる事務所を設置する場合

１口
１００万円

上限１０口
（特別に理由がある場合で
総局が認めた場合３０口）

寺院振興金庫のご案内

　親鸞聖人750回大遠忌宗門長期振興計画の重点項目として「過疎・過密対策」が掲
げられ、その対策の１つとして一般寺院の振興支援並びに国内開教の促進を図るた
めの財的支援（貸付・助成）を目的に設置されたのが、「寺院振興金庫」です。この金
庫が行う貸付・助成内容については以下の通りです。
　なお、貸付利息は、実際に貸付を行う年度の４月１日の基準割引率及び基準貸付
利率（公定歩合）に、0.5％を加算した数を乗じた額になりますので、ぜひご活用くだ
さい。

※貸付・助成申請にあたっては、各教区寺院振興対策委員会の事前審査を経て、寺院活動支援部＜国内伝
道・寺院伝道支援担当＞へご提出ください。なお、申請期限は、毎年度9月末日までとなります。

＜貸付＞

貸付条件 貸付額

区
分

貸付種類
貸付期間

（据置期間含む）

借
換

資金の借換え
銀行その他の金融機関からの借入金
の返済資金に充当する場合

上記①～⑤の借入目的を対象とし、
同貸付額及び同貸付期間になります

１０年以内

⑥
寺院後継予定者
就学資金

寺院後継予定者の就学資金として借り
入れたい場合
（短期大学を含むすべての大学及び仏
教学院における就学期間を対象）

１カ年
５０万円

最長４カ年
(５０万円×４年)

１０年以内

※就学期間終了後
から返済開始

寺
院
振
興
支
援
対
策

④
本堂新築・修復

寺院又は非法人寺院の機能の振興を
目的として、本堂新築又は修復の場合

１口
１００万円

（新築）上限２０口

（修復）上限１０口
１０年以内

⑤
境内建物その他施設・
環境の整備

寺院又は非法人寺院の公益的活動の
展開を目的として、社会福祉及び介護
等にかかる施設や設備の新設・購入、
並びに境内建物その他施設におけるバ
リアフリー環境の整備を行う場合

１口
１００万円 上限５口

１０年以内

③
都市開教専従員の
開教活動資金

都市開教専従員の当初の開教活動資
金として必要な場合

１口
１００万円 上限１０口 ２０年以内

国
内
開
教
対
策

①
開教拠点の設置

国内開教の必要が認められる地域で、
新たに寺院の設立を目的とした開教拠
点を設置する場合

１口
１００万円

上限３０口
（特別に理由がある場合で
総局が認めた場合５０口）

２０年以内

②
主たる事務所の移転・
従たる事務所の設置

国内開教の必要が認められる地域で、
寺院又は非法人寺院の主たる事務所
の移転、又は新たな寺院活動を目的と
した従たる事務所を設置する場合

１口
１００万円

上限１０口
（特別に理由がある場合で
総局が認めた場合３０口）

寺院振興金庫のご案内

　親鸞聖人750回大遠忌宗門長期振興計画の重点項目として「過疎・過密対策」が掲
げられ、その対策の１つとして一般寺院の振興支援並びに国内開教の促進を図るた
めの財的支援（貸付・助成）を目的に設置されたのが、「寺院振興金庫」です。この金
庫が行う貸付・助成内容については以下の通りです。
　なお、貸付利息は、実際に貸付を行う年度の４月１日の基準割引率及び基準貸付
利率（公定歩合）に、0.5％を加算した数を乗じた額になりますので、ぜひご活用くだ
さい。

※貸付・助成申請にあたっては、各教区寺院振興対策委員会の事前審査を経て、寺院活動支援部＜国内伝
道・寺院伝道支援担当＞へご提出ください。なお、申請期限は、毎年度9月末日までとなります。

＜貸付＞

貸付条件 貸付額

宗
派
よ
り
周
知
の
依
頼
が

ま
い
り
ま
し
た
の
で
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

◇お問い合わせ・ご相談は、各教区教務所もしくは寺院
活動支援部〈国内伝道・寺院伝道支援担当〉まで
℡　０７５ ‐ ３７１ ‐ ５１８１（代表）
fax　０７５ ‐ ３７１ ‐ ８４３４
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助成種類 助成方法

②
開教拠点の設置

③
法座活動の支援

寺院又は非法人寺院の活動支援を目的
として、教区が人的支援を行ったとき
（eｘ.住職が不在等の理由で法座活動が
困難な寺院）

◇お問い合わせ・ご相談は、各教区教務所もしくは寺院活動支援部＜国内伝道・寺院伝道支援担当＞まで

教務所長の申請により、
教区に対して交付します

新たに寺院の設立を目的とした開教拠
点（都市開教専従員の駐留拠点含む）を
設置したとき

新たに非法人寺院を設立したとき

浄土真宗本願寺派　寺院活動支援部＜国内伝道・寺院伝道支援担当＞

TEL：075-371-5181（代表）・FAX：075-371-8434

＜助成＞

①
寺院の設立

④
寺院の合併・解散

寺院又は非法人寺院が合併・解散及び
これに伴う境内建物の除却を行うとき

・寺院の合併・解散にかかる事務費
　　　　　　　　　　　　上限２０万円
・境内建物除却費用の半額補助
　　　　　　　　　　　上限１００万円
（該当費用相当額の1,000円未満は切捨）

新たに宗教法人たる寺院を設立したとき

住職の申請により、
寺院に対して交付します

助成条件

４０万円

助成額

住職等の申請により、
寺院に対して交付します

２０万円

２０万円

一法座につき３万円
（同一法座は年２回まで）

菊池宗城

担当者 各種団体 教堂関係

賛事 法正映真 《教区総務》 《実践関係》 《矯正教化連盟》 《旧新見教堂》

参勤 《教区会》 《事業推進委員会関係》 《社推協》 《教堂総務》

《教区会計》 《門信徒部会担当》 《連研・門徒推進員》

《賦課基準》 《災害対策委員会(会計含む)》

《護持口関係》 《同宗連》

《組長会》 《寺院振興対策》

《宗会選挙》

主事 釋圍信隆 《庶務・願記》 《同朋社会部会担当》 《仏教壮年会連盟》 《参与会》

参勤 《書　籍》 《平和のつどい》 《保育連盟》 《常例・法要》

《せんべい》 《同朋三者懇話会》 《寺族婦人会連盟》

《ＦＭ専門委員会(会計含む)》《門徒総代会》

《法式法務専門委員会》 《講　社》

録事 藤井晃宣 《備品管理》 《広報伝道部会担当》 《布教団》 《教堂会計》

参勤 《キッズサンガ(会計含む)》 《仏教婦人会連盟》 《責役総代会》

《ＩＴ専門委員会》 《ビハーラ備後》 《教堂営繕》

《教区報専門委員会》 《少年連盟》

《仏教青年連盟》

《寺族青年》

《スカウト指導者会》

【職員職務分掌表】平成２５年９月１日からの体制

　教務所長・教堂主管

教区関係

　　　教区勤式指導所 内　　　容

《勤式指導員》藤田徹信 定期練習会、前期・後期研修会、その他講習会、出張勤式練習会

教務所職務担当表　教務所人事に伴い、９月１日からの職務担当に変更があり

　　　　　　　　　　　　  ましたのでお知らせします。新しい担当は下記の通り
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其の十

  

鴨
川
組 

勝
願
寺 

第
23
代
住
職

　
　
　
　
　

足あ

し

か

が利 

義ぎ

山ざ

ん

　
明
治
の
高
僧
と
謳
わ
れ
た
仏
教
界
の
碩
学
・
足
利
義
山

明
治
の
代
表
的
な
仏
教
の
碩せ

き
が
く学

で

往
生
の
際
に
紫
雲
が
湧
き
昇
っ
た

と
も
噂
さ
れ
た
程
（
紫
雲
云
々
は

和
里
子
ら
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て

い
る
）
伝
説
め
い
て
語
ら
れ
る
和

上
で
あ
る
。
一
族
に
甲
斐
和
里
子
、

足
利
瑞
義
、
足
利
浄
円
と
い
っ
た

名
だ
た
る
仏
教
者
が
輩
出
さ
れ
た

こ
と
か
ら
見
て
も
後
世
に
与
え
た

影
響
は
大
き
い
と
い
え
る
。
そ
の

足
利
義
山
師
に
つ
い
て
は
、
今
回

と
次
回
の
二
回
に
わ
け
て
特
集
し

て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。(

敬
称
略
）

　
　
　
　（
文
責
＝
教
区
報
専
門
委
）

クローズアップびんご  Gakusou  Itsuden

　
（
号
）
梟ふ

水す
い　

（
院
号
）
願が

ん
か
い
い
ん

海
院

　
足利義山の葬儀は、生前の功により本山葬の礼をもて、芦田川原（晩年仮

か ぐ う

寓された明浄寺の側）で行われた。
自坊勝願寺においても多くの門信徒が集い、和上の往生を惜しんで哀悼のうちに寺葬が執り行われたという。

【
足
利
義
山
の
略
歴
】

　

文
政
７
年

1824 

12
月
30
日
、
深
津
組
光
圓
寺

第
12
世
・
平
山
了
随
の
長
男
に
生
ま
れ
る
。

　

三
歳

1826
春
に
父
は
逝
去
。
儒
士
・
小
早
川

文
吾
（
菅
茶
山
の
弟
子
）
に
漢
籍
を
学
び
、

12
歳
秋
に
石せ

き
せ
ん泉

僧そ
う
え
い叡

の
高
弟
・
慧え

海か
い

（
世
羅
組

正
満
寺
）
を
頼
り
、
甲
山
正
満
寺
に
訪
れ
て

寺
内
の
私
塾
「
学
心
館
」
に
入
寮
。

　

嘉
永
２
年

1849
正
月
に
結
婚
、
勝
願
寺
に
入

寺
し
て
足
利
姓
と
な
る
。
慧
海
示
寂
後
は
、

石
泉
高
弟
の
泰た

い
が
ん厳

よ
り
内
典
を
学
ん
だ
。

　

天
保
14
年

1843
３
月
に
20
歳
で
得
度
。

　

嘉
永
６
年

1853
、
慧
海
の
安
居
代
講
の
際
、

師
に
従
っ
て
京
都
上
洛
し
て
得
業
に
昇
階
。

　

明
治
10
年

1877
、
本
山
の
命
で
西
山
教
校
に

宗
乗
教
授
を
努
め
ら
れ
、
こ
れ
以
降
は
進
徳

教
校
、
博
練
教
校
、
大
学
林
、
仏
教
大
学
の

教
授
な
ど
30
余
年
間
に
わ
た
っ
て
教
育
界

に
携
わ
っ
た
。
11
年

1878
助
教
、
15
年

1882
輔
教
、

17
年

1884
司
教
、
24
年

1891 

10
月
に
は
宗
派
最
高

位
の
勧
学
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。

　

23
年
か
ら
前
後
７
年
間
、
当
時
の
本
願
寺

大
谷
光
瑞
新
門
の
学
事
係
を
つ
と
め
た
他
に

特
選
会
衆
、
侍
真
補
、
教
学
参
議
部
長
等
の

本
願
寺
重
職
を
歴
任
し
た
。

　

22
年
安
居
で
『
選
択
集
』
を
副
講
、
28
年

安
居
本
講
に
『
正
信
念
仏
偈
』、
そ
の
他
に

「
易
行
品
」「
論
註
」「
四
帖
疏
」「
本
典
」
等

を
通
講
し
、
著
書
も
多
数
残
し
た
。

　

31
年

1898
に
大
学
林
綜
理
（
学
長
）
を
任
じ

ら
れ
、
35
年

1902
４
月
に
は
多
年
山
務
の
功
を

賞
し
宗
主
よ
り
院
号「
願
海
院
」を
授
か
っ
た
。

　

38
年

1905
に
妻
・
早
苗
が
示
寂
し
、
自
ら
も

高
齢
の
上
に
病
の
た
め
教
職
辞
表
を
出
し
た

と
こ
ろ
、
仏
教
大
学
（
現
龍
谷
大
学
）
初
の

名
誉
講
師
（
名
誉
教
授
）
の
辞
令
を
受
け
た
。

　

39
年
安
居
で
『
易
行
品
』
本
講
を
終
る
や

宗
主
は
「
殿
中
携
杖
」（
殿
中
に
お
い
て
も

杖
を
携
え
て
よ
い
）
と
特
許
さ
れ
た
。

　

40
年

1907
、
84
歳
の
老
体
を
省
み
ず
に
安
居

出
席
し
大
衆
に
列
し
て
会
読
、
人
々
よ
り

推
服
さ
れ
る
。
41
年

1908
６
月
に
は
「
耆ぎ

宿し
ゅ
く」

（
学
徳
優
れ
た
老
大
家
の
称)

を
授
く
。

　

同
年
11
月
に
病
で
帰
国
し
て
晩
年
を
過
ご

す
が
、
43
年

1910
６
月
16
日
、
87
歳
で
示
寂
。

　

翌
44
年
、
宗
主
は
更
に
特
別
賞
与
第
一
種

第
一
等
を
追
賞
さ
れ
た
。
辞
世
に

「
八
十
餘
年
罪
似
山
。
来
生
必
定
堕
無
間
。

  

惟
帰
本
佛
弥
陀
誓
。
臨
命
終
時
意
自
閑
。

  

生
れ
ず
ば 

覚
ら
じ
と
こ
そ 

誓
ひ
て
し

  
弥
陀
の
御
国
に 

今
ぞ
ゆ
く
な
れ
」
と
。

　

外
に
遺
詠
約
七
十
首
、
法
味
津
々

文政 7(1824) ～明治 43(1910)

◀
本
山
葬
手
紙
（
芦
田
組
明
浄
寺
）

義
山
は
同
時
代
の
島
地
黙
雷
、
赤
松
連
城
、
大
洲
鉄
然
や
同
門
の
福
間
浄
観
と
は
異
な
り
、

本
山
の
制
度
改
革
や
政
治
的
役
割
を
果
た
し
た
和
上
で
は
な
か
っ
た
。
60
歳
を
過
ぎ
て
か
ら

活
躍
し
有
名
に
な
っ
た
が
、
生
涯
を
学
問
し
て
底
流
を
行
っ
た
宗
学
者
で
あ
っ
た
。

義
山
の
名
を
後
世
に
広
く
知
ら
し
め
た
の
は
、
む
し
ろ
足
利
瑞
義
（
二
代
続
け
て
の
勧
学
）

や
浄
円
（
同
朋
舎
・
自
照
舎
を
主
催
）、
甲
斐
和
里
子
（
京
都
女
子
大
学
創
設
）
で
あ
ろ
う
。
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【
仏
教
学
者
と
し
て
慕
わ
れ
た
】

　
桐き

り
た
に渓

順じ
ゅ
ん

忍に
ん

は
「
足
利
義
山
和
上
ほ
ど

の
あ
り
が
た
い
学
者
は
い
な
い
」
と
よ

く
語
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
、

学
問
を
ど
れ
だ
け
深
め
ら
れ
て
も
聴
聞

は
怠
ら
ず
総
会
所
に
も
い
つ
も
お
参
り

に
来
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
か
。

　

と
こ
ろ
が
或
る
時
、「
和
上
が
参
っ
て

い
た
ら
布
教
使
が
話
を
し
に
く
い
」
と

職
員
か
ら
聴
聞
を
遠
慮
す
る
よ
う
に
言

わ
れ
「
ワ
シ
は
聴
聞
も
出
来
ん
よ
う
に

な
っ
た
」
と
泣
か
れ
た
と
い
う
。
そ
れ

か
ら
は
講
師
に
見
つ
か
ら
ぬ
よ
う
に
俗

服
を
着
て
来
ら
れ
、
柱
の
影
に
隠
れ
た

り
、
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
俯う

つ
む

い
て
聴

聞
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
学
者
肌
の
義
山
を
慕
う
人

は
多
く
、
そ
の
一
人
で
あ
る
武た

け

田だ

龍り
ゅ
う

栖せ
い

は
本
願
寺
の
勧
学
職
に
つ
い
た
報
告
に

京
都
大
谷
の
勧
学
谷
に
あ
る
義
山
の
墓

前
に
参
詣
し
、「
和
上
さ
ん
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
和
上
さ
ん
は
勧
学
に
な
っ
て

か
ら
更
に
猛
勉
強
を
な
さ
い
ま
し
た
由
、

承
っ
て
お
り
ま
す
が
、
及
ば
ず
な
が
ら

私
も
そ
の
真
似
だ
け
は
さ
せ
て
頂
き
ま

す
か
ら
御
安
心
し
て
つ
か
あ
さ
い
ま
せ
」

と
誓
わ
れ
た
と
い
う
。

　

又
、
新
門
の
学
事
係
を
共
に
勤
め
ら

れ
た
前ま

え

田だ

慧え

雲う
ん

は
義
山
が
「
ア
ン
タ
と

は
永
い
あ
い
だ
議
論
し
て
学
ん
だ
が
、

学
問
も
議
論
も
結
局
何
の
役
に
も
立
ち

ま
せ
ん
の
う
や
、
往
生
の
一
大
事
に
至
っ

て
は
、
ア
ン
タ
も
ワ
シ
も
た
だ
の
老じ

い爺
に

な
ら
ね
ば
い
け
ま
せ
ん
、
思
え
ば
思
う
ほ

ど
広
大
無
辺
な
大
慈
悲
で
あ
り
ま
す
の
う

や
」
と
云
う
て
お
ら
れ
た
。「
あ
ん
た
達

も
お
父
ッ
つ
あ
ん
の
こ
の
言
葉
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
な
さ
い
」
と
、
義
山
が

亡
く
な
っ
て
か
ら
後
に
会
う
た
び
毎
に

こ
の
こ
と
を
慧
雲
が
聞
か
せ
て
下
さ
っ

た
と
足
利
瑞
義
は
語
っ
て
い
る
。

【
生
涯
ご
法
義
研
鑚
に
努
め
た
】　

　

義
山
は
教
学
研
究
に
終
了
は
な
い
と

語
り
「
こ
れ
か
ら
何
百
年
生
き
の
び
て

研
究
し
て
も
奥
を
究
め
る
こ
と
は
思
い

も
よ
ら
ぬ
」
と
努
め
ら
れ
、
学
者
と
し

て
後
進
の
指
標
と
な
っ
た
と
い
う
。

　

義
山
が
常
に
言
わ
れ
た
言
葉
と
し
て
、

「
僧
侶
は
動や

や

も
す
る
と
学
問
ば
か
り
に
執と

ら

わ

れ
て
お
聖
教
を
拝
見
す
る
に
も
、
わ
が
身
に

其
の
味
わ
い
を
得
る
事
を
を
忘
れ
て
単
な
る

研
究
に
流
れ
て
し
ま
う
傾
き
が
あ
る
。
或
い

は
布
教
に
執
わ
れ
て
如
何
に
し
て
人
を
感
動

さ
せ
よ
う
か
と
言
う
工
夫
に
の
み
没
頭
し
、

説
教
が
う
ま
く
出
来
な
ん
だ
と
、
た
だ
話
し

方
の
上
手
下
手
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
悪
い
癖

が
あ
る
。
そ
こ
に
な
る
と
却
っ
て
お
同
行
の

方
が
真
面
目
で
、
後
生
大
事
の
一
筋
で
法
を

求
め
る
か
ら
、
学
問
は
知
ら
な
い
で
も
人
に

話
は
出
来
ん
で
も
我
が
身
に
お
味
わ
い
を
頂

い
た
人
が
多
い
」
と
諭
さ
れ
つ
つ
、
義
門

の
研
究
と
安
心
領
解
と
を
混
じ
て
は
な
ら

ぬ
と
誡
め
る
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

娘
の
甲か

い

わ

り

こ

斐
和
里
子
に
よ
れ
ば
、
様
々
な

疑
問
や
文
句
を
並
べ
て
質
問
し
て
も
叱
り

も
せ
ず
諄

じ
ゅ
ん
じ
ゅ
ん々と

説
い
て
聞
か
せ
て
「
繰
り

返
し
繰
り
返
し
研
究
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
奥

が
深
う
て
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
際
限
が
な

い
、
一
つ
づ
つ
解
ら
し
て
戴
く
度
ご
と
に

よ
く
も
よ
く
も
か
ほ
ど
ま
で
に
と
一
人
心

に
叫
ん
で
は
お
念
仏
を
称
え
て
恐
れ
入
る

事
で
あ
る
。
親
鸞
様
は
と
に
か
く
ド
エ
ラ

イ
も
の
よ
の
ぅ
」
と
口
癖
の
よ
う
に
感
服

し
て
い
た
と
い
う
。
又
、「
あ
ん
な
難
解
な

と
こ
ろ
を
、
よ
く
も
ま
ぁ
、
此
の
よ
う
に

安
ら
か
に
御
解
釈
く
だ
さ
っ
た
こ
と
か
い

な
ー
、
自
分
の
学
問
が
す
す
め
ば
進
む
ほ

ど
余
計
有
難
う
て
の
う
」と
話
す
う
ち
追
々

声
が
ふ
る
え
出
し
て
来
て
、
と
う
と
う
ベ

ソ
を
か
い
て
話
を
中
止
し
泣
き
泣
き
お
念

仏
し
て
い
る
姿
が
父
の
最
も
強
烈
な
印
象

　

勧
学
と
な
っ
て
か
ら
も
専
心
勉
学
に
つ
と
め
て
、
多
く
の
道
俗
に
影
響
を
与
え
た

で
あ
る
、
と
偲
ば
れ
て
い
る
。

「
師
や
宗
学
の
蘊う

ん
の
う奥

を
窮
め
、
安
心
の
精

微
を
説
く
も
の
極
め
て
懇
切
周
到
。
聴
衆

を
し
て
仏
恩
に
感
泣
せ
し
む
」
と
讃
え
ら

れ
た
和
上
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
法
話
の
結

び
に
毎
回
自
ら
が
法
悦
の
涙
を
流
し
て
、

一
文
不
知
の
尼
入
道
に
同
じ
く
法
味
愛
楽

さ
れ
る
人
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　
　
　

義
山
自
筆
本
は
欄
外
に
も
書
き
込
み
が
多
い

　　▲義山の勉強されたノート
土星や木星や日食の仕組みなど当時
先端の科学も学ばれた事が窺われる。
福間浄観師にも類似のノートあり。

　　　  ▼ 義山墨跡の著書など

　▼『六要摘解』（勝願寺）
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【
慧
海
・
泰
厳
の
両
和
上
に
学
ぶ
】

　

義
山
が
内
典
を
学
ん
だ
慧え

海か
い

と
泰た

い
が
ん厳

は
二
人
と
も
石せ

き
せ
ん
そ
う
え
い

泉
僧
叡
の
門
下
で
、
い

ず
れ
も
本
山
の
勧
学
、学
林
年ね

ん

預よ

（
代
表
）

を
任
命
さ
れ
た
程
の
学
僧
で
あ
る
。

　

義
山
は
少
年
期
か
ら
慧
海
に
学
び
、
嘉

永
７
年

1854
に
師
が
示
寂
す
る
ま
で
甲
山
の

寮
に
て
学
問
を
続
け
て
い
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
同
門
の
先
輩
・
護ご

命み
ょ
う（
元
は

石
泉
門
下
で
師
の
示
寂
後
に
慧
海
門
下
に

入
る
）
は
安
政
４
年

1857
に
安
芸
山
県
郡
で

お
き
た
異
安
心
を
泰
厳
と
糾
明
・
解
決

に
貢
献
し
た
こ
と
で
芸
備
の
宗
門
取
締

役
を
宗
主
よ
り
任
じ
ら
れ
た
。

　

こ
の
頃
、
芿

せ
い
え
ん園
学
派
（
大
瀛
孫
弟
子
）

の
了
厳
が
「
救
い
は
仏
の
中
で
完
成
し
て

い
る
（
法
体
成
施
）」
と
強
調
し
た
こ
と
に

対
し
、
泰
厳
が
異
を
と
な
え
て
公
開
論
文

を
請
求
。
こ
れ
が
宗
義
上
の
問
題
と
な
っ

て
護
命
は
「
弥
陀
を
タ
ノ
ム
と
い
う
信
相

は
法
体
中
に
は
な
く
、
衆
生
の
上
に
来
て

初
め
て
タ
ノ
ム
の
信
と
な
る
」
と
反
論
し
、

万
延
元
年

1860
に
論
争
対
決
を
行
っ
た
。

　

終
始
こ
れ
に
関
わ
っ
た
泰
厳
は
慶
応

２
年

1866
に
『
明
来
闇
去
弁
』
を
著
し
て
、

こ
の
信
相
論
争
を
総
評
し
て
い
る
。

　

護
命
が
法
論
の
渦
中
に
あ
る
な
か
で
、

義
山
と
泰
厳
と
の
接
触
も
増
え
て
い
き

宗
学
を
考
究
し
て
い
く
上
で
の
第
二
の

師
と
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

【
東
陽
圓
月
と
滅
罪
論
争
】

　

東と
う
よ
う
え
ん
げ
つ

陽
圓
月
（

1818
～

1905
）
は
、
豊
前
学
派

の
巨
匠
で
、
各
地
に
巡
錫
し
て
大
い
に

教
化
の
実
を
あ
げ
た
勧
学
和
上
で
あ
る
。

　

圓
月
は
明
治
23
年

1890
夏
安
居
の
際
に
、

摂
抑
二
門
、
信
後
造
罪
の
問
題
に
つ
い

て
「
体
滅
相
存
説
」（
信
の
一
念
に
あ
ら

ゆ
る
罪
は
消
滅
し
て
正
定
聚
の
人
と
な

る
か
ら
、
信
後
は
地
獄
行
き
の
機
と
い

う
べ
き
で
は
な
い
）
を
主
張
し
た
。

　

こ
れ
は
義
山
や
松ま

つ
し
ま
ぜ
ん

島
善
譲じ

ょ
うの

説
と
も

対
立
し
て
聴
衆
の
反
対
を
受
け
本
山
の

取
調
べ
と
な
り
、
結
果
的
に
安
心
に
不

正
は
な
い
が
義
解
穏
か
な
ら
ず
と
判
決

せ
ら
れ
停
講
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

　

こ
の
と
き
義
山
は
「
い
わ
れ
滅
罪
説
」

と
い
う
義
を
立
て
て
い
る
が
、
そ
の
内
容

は
「
願
力
不
思
議
を
も
て
消
滅
す
る
い
わ

れ
あ
る
が
ゆ
へ
に
」
を
根
拠
に
一
念
滅
罪

の
所
談
は
義
と
し
て
滅
罪
す
る
（
事
実
に

お
い
て
は
煩
悩
は
断
ぜ
ら
れ
ぬ
け
れ
ど
、

そ
こ
に
消
滅
し
た
の
と
同
様
の
い・

・

・

わ
れ

が
あ
る
と
し
、
自
己
に
あ
っ
て
は
信
前

と
後
で
変
わ
る
こ
と
な
く
煩
悩
を
断
じ

る
相
は
な
い
）
と
主
張
し
た
も
の
。

　

そ
も
そ
も
義
山
は
資
性
温
厚
、
人
に

接
し
て
は
和
顔
愛
語
、
敢
て
争
わ
ず
と

評
さ
れ
る
方
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
法
話

に
は
「
人
面
獣
心
で
貌か

お

は
人
で
も
心
は

鬼
な
り
（
中
略
）
己
は
人
間
と
思
え
ど

も
、
慈
悲
が
な
け
れ
ば
人
と
は
い
わ
れ

ぬ
、
慈
悲
が
な
け
れ
ば
仏
の
心
に
は
か

な
わ
ぬ
。（
中
略
）
暫
時
も
忘
れ
ぬ
や

う
人
を
害
せ
ぬ
様
、
物
を
あ
は
れ
み
恵

み
を
か
け
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
っ
た
よ

う
に
人
間
の
本
質
に
対
す
る
徹
底
し
た

慚
愧
・
反
省
に
よ
る
実
践
が
多
い
。

（
義
山
の
学
ん
だ
石
泉
学
派
が
信
後
実
践

論
を
重
要
視
し
て
い
る
面
が
あ
る
の
で
）

機
相
か
ら
見
て
「
空
し
く
地
獄
に
落
ち
こ

ん
で
ゆ
く
」
と
い
う
義
山
と
、
法
徳
か
ら

見
て
「
地
獄
行
き
の
機
が
な
い
」
と
断
言

す
る
圓
月
の
滅
罪
説
に
対
し
て
、
平
素
の

温
厚
に
似
ず
峻
厳
犯
す
べ
か
ら
ざ
る
態
度

を
以
っ
て
反
論
し
た
の
だ
ろ
う
。

【
是
山
恵
覚
と
義
山
】

　

義
山
の
話
か
ら
少
し
余
談
と
な
る
が
、

是こ
れ
や
ま山
恵え

覚か
く

（
世
羅
組
真
行
寺
）
が
進
徳
教
校

教
頭
で
あ
っ
た
と
き
、
学
生
が
教
頭
排
斥

の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
こ
し
た
と
い
う
。

　

そ
の
理
由
は
以
前
の
教
頭
が
麻
衣
に

黄
袈
裟
で
来
ら
れ
る
老
齢
な
足
利
義
山

で
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
後
任
に
来

た
の
が
三
十
代
若
盛
り
の
恵
覚
で
洋
服

に
洋
杖
、
オ
ー
ル
バ
ッ
ク
の
頭
髪
に
鼻

下
に
は
八
の
字
の
髭
で
毎
日
通
勤
す
る

上
に
、
学
生
に
対
し
て
は
頗
る
厳
格
な

こ
と
も
一
因
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

（
こ
れ
は
京
都
の
顕
道
学
校
校
長
を
つ
と

め
た
時
、
時
代
に
合
わ
せ
て
洋
服
・
ネ

ク
タ
イ
に
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
）

　

だ
が
最
大
の
原
因
は
、
前
教
頭
が
芸げ

い

轍て
つ

石せ
き
せ
ん泉

だ
っ
た
こ
と
に
対
し
、
空く

う

華げ

学
派

の
（
松
島
善
譲
門
下
で
学
ん
で
）
石
泉
を

邪
説
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
た
恵
覚
が

教
壇
で
前
教
頭
の
学
説
を
非
難
攻
撃
し
た

こ
と
が
大
い
に
反
感
を
受
け
た
よ
う
だ
。

　

安
芸
有
志
の
奔
走
尽
力
に
よ
っ
て
事
は

治
ま
り
、
そ
の
学
期
は
無
事
に
終
了
し
た

も
の
の
恵
覚
は
大
に
決
心
し
て
辞
職
。

　

頭
髪
も
口
髭
も
綺
麗
に
し
て
、
自
坊

に
引
き
こ
も
る
よ
う
に
石
泉
の
研
究
を

始
め
ら
れ
る
契
機
と
な
っ
た
。

　

義
山
は
石
泉
の
流
れ
を
受
け
つ
つ
も

学
派
に
固
執
せ
ず
、
空
華
龍
華
播
南
の

学
説
も
研
鑚
し
折
衷
的
学
風
を
築
い
た

が
、
そ
の
後
の
恵
覚
に
至
っ
て
諸
学
派

の
折
衷
融
合
が
更
に
す
す
み
、
石
泉
の

学
説
を
広
く
紹
介
す
る
こ
と
で
石
泉
学

派
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
繋
が
っ
た
。

　
石
泉
学
派
の
流
れ
を
受
け
つ
つ
折
衷
的
学
風
を
築
く

▶
義
山
の
墓
は
恵
覚
の
題
字
と
伝
わ
る
（
勝
願
寺
）
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衆
宝(

国
土)

の
蓮
華
が
處
々
に
開
く  

西
方
極
楽
は
実
に
奇(

素
晴
ら
し
い)

哉

娑
婆
六
道
は
憂
い
苦
し
み
多
し  

帰
去
来
（
故
郷
浄
土
に
）
い
ざ
帰
ら
な
ん

【『
草
か
ご
』
に
語
ら
れ
る
義
山
】

　

和
里
子
の
記
し
た
『
草
か
ご
』
か
ら

義
山
の
人
柄
を
一
部
紹
介
し
た
い
。

  

父
は
肉
類
が
あ
ま
り
好
き
で
な
か
っ
た
。 

 

あ
る
時
、
鯛
の
御
吸
物
の
蓋
を
と
っ
て 

 「 

御
開
山
様
が
初
め
て
魚
肉
に
御
箸
を

 

お
つ
け
に
な
っ
た
時
ど
ん
な
に
か
お
嫌 

 

で
あ
っ
た
ろ
う
」
と
云
う
て
ハ
タ
と
蓋

 

を
し
た
。「
然
し
御
開
山
様
は
お
父
さ
ん 

 

と
違
っ
て
肉
類
が
お
好
き
で
あ
っ
た
故 

 

か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
」
と
云
う
と
「
お
前

 

は
何
と
い
う
勿
体
な
い
事
を
申
す
の
か
。

 

今
で
も
他
宗
に
は
婦
人
を
近
づ
け
ず
肉

 

類
を
口
に
せ
ず
、
と
い
う
律
僧
は
随
分

 

お
ら
れ
る
。
わ
し
の
よ
う
な
下
根
下
劣

 

な
も
の
で
も
、
そ
の
く
ら
い
な
克こ
つ

己き

（
己

 

の
欲
望
に
う
ち
勝
つ
こ
と
）
は
易
々
た
る
事

 

で
あ
る
。
御
開
山
様
と
も
あ
ろ
う
御
方

 

が
お
好
き
で
何
の
な
さ
ろ
う
ぞ
、
全
く

 

わ
し
等
に
心
配
さ
せ
ま
い
為
ば
か
り
で

 

あ
る
の
に
、
お
前
は
そ
れ
が
分
か
ら
ん

 

の
か
、
思
え
ば
思
う
ほ
ど
お
前
は
勿
体

 

な
い
事
を
云
う
た
の
う
」
と
お
念
仏
せ
ら

 

れ
た
時
は
私
は
穴
へ
這
入
り
た
か
っ
た
。

 

ま
た
父
の
勉
強
ぶ
り
は
誠
に
涙
ぐ
ま
し
い

 

も
の
で
、
蚊
や
り
を
焚
く
と
蚊
が
死
ぬ
る

 

か
ら
焚
く
な
と
云
う
。
団
扇
で
扇
い
で
い

 

る
と
「
も
う
よ
い
か
ら
あ
ち
ら
へ
行
け
、

 

実
は
今
そ
ば
に
誰
も
お
ら
ぬ
方
が
よ
い
、

 

気
が
ち
る
か
ら
」
と
云
う(

中
略)

行あ
ん

火か

 

に
あ
た
っ
て
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
し
た
或
る
時
、
火
で

 

蒲
団
を
焼
い
て
焦
し
て
い
る
。
お
眠
り
な
さ
い
ま
し
た
か
と 

 

云
え
ば
「
イ
ヤ
ち
ょ
っ
と
も
眠
ら
ぬ
、
こ
の
御
本
を
全
部

 

拝
読
し
て
畳
ん
で
押
し
戴
い
て
か
ら
見
て
み
た
ら
こ
ん
な
に

 

焼
け
て
い
た
」
と
云
う
。
私
は
心
で
泣
い
た
。
こ
う
書
い
て

 

く
る
と
父
は
た
だ
書
物
を
読
む
だ
け
の
人
で

【
晩
年
に
お
け
る
義
山
】

　

病
で
帰
国
し
て
か
ら
は
府
中
明
浄
寺

に
滞
在
し
て
、
娘
の
介
抱
を
う
け
つ
つ

遠
近
か
ら
訪
ね
て
く
る
同
行
衆
に
法
話

を
し
た
り
、
役
僧
達
を
集
め
て
阿
弥
陀

経
の
講
義
を
し
た
り
、
和
歌
を
詠
ん
だ

り
し
て
過
ご
し
た
と
い
う
。

　

臥
床
の
ま
ま
で
も
「
如
来
様
が
寝
た

ま
ま
で
も
御
報
謝
行
の
つ
と
ま
る
よ
う

に
御
念
仏
を
御
成
就
く
だ
さ
っ
て
あ
る

の
で
、
精
出
し
て
お
念
仏
し
て
居
る
か

ら
淋
し
く
も
な
く
退
屈
で
も
な
い
」
と

語
り
、
日
々
ご
報
謝
行
を
続
け
ら
れ
た
。

　

晩
年
の
様
子
を
『
高た

か
ま
つ松
悟ご

峰ほ
う

語
録
』
に

は
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
『
足
利
和
上
御
示
寂
の
前
年
、
或
日
を 

　

期
し
て
、
備
後
府
中
町
明
浄
寺
に
御

　

見
舞
申
せ
し
時
の
こ
と
で
、
高
松
和

　

上
と
共
に
早
朝
、
広
島
駅
よ
り
乗
車
し

　
（
中
略
）
福
山
駅
で
下
車
し
て
、
ガ
タ

　

馬
車
に
乗
り
、
明
浄
寺
に
入
り
し
時
は

　

午
後
２
時
頃
で
あ
っ
た
。
御
本
堂
で
は

　

盛
ん
に
仕し

舞ま
い

や
謡よ

う
き
ょ
く曲

、
好こ

う

事ず

か家
の
満
堂

　

で
あ
っ
た
。
日
野
義
淵
師
の
未
亡
人
が
、

　

す
ぐ
本
堂
の
足
利
和
上
へ
知
ら
さ
る
る
。

　

庫
裏
に
帰
ら
れ
た
老
和
上
な
か
な
か
の

　

御
喜
び
で
あ
っ
た
。「
よ
う
こ
そ
御
見

　

舞
い
下
さ
っ
た
。
京
都
か
ら
此
の
田
舎

　

に
帰
り
ま
し
て
か
ら
は
来
る
人
が
愚
僧

　

ば
か
り
で
話
相
手
に
な
ら
ぬ
の
で
そ
れ

　

は
淋
し
い
こ
と
で
す
。
ど
う
ぞ
御
研
究

　

し
て
下
さ
い
。
今
日
は
御
能
を
見
て
楽

　

し
ん
で
居
ま
し
た
」
と
仰
せ
ら
れ
つ
つ
、

　

御
手
元
の
短
冊
へ
歌
を
二
枚
、
別
に
書

　

置
き
を
二
枚
と
二
人
へ
御
形
見
に
下
さ

　

い
ま
し
た
。
御
馳
走
も
出
て
「
宿
ら
れ

　

い
、
ゆ
っ
く
り
話
し
ま
し
ょ
う
」
と
申

　

さ
れ
ま
し
た
が
、
都
合
で
拠

よ
ん
ど
こ
ろな
く
怱そ

う
そ
う々

　

辞
去
し
ま
し
た
。
之
が
最
後
の
別
れ
と

　

な
り
ま
し
た
。

　

高
松
悟
峰
は
義
山
高
弟
で
広
島
に
真
宗

学
寮
を
創
設
、
師
風
を
よ
く
伝
え
た
。

　

義
山
在
世
の
百
年
前
に
見
ら
れ
た
風
景

が
あ
り
あ
り
と
偲
ば
れ
る
よ
う
だ
。

(

参
考
書
籍)　
『
義
山
法
語
』、『
草
か
ご
』『
落
葉
か
ご
』、『
安
芸
門
徒
』、『
高
松
悟
峰
語
録
』、『
一
枝
群
茎
～
足
利
義
山
と
そ
の
一
族
』、『
浄
土
真
宗
辞
典
』
そ
の
他
多
数　
　
　
　
　
（
次
号
・
後
篇
に
続
く
）

　▲ 『賦願往生』 （世羅組正満寺）

 　
浄
瑠
璃
・
能
・
舞
も
楽
し
む
面
も

 

あ
っ
た
よ
う
に
み
え
る
け
れ
ど
、
そ
う
ば 

 

か
り
で
も
な
か
っ
た
。
ま
た
気
分
転
換
と

 

称
し
て
七
条
大
宮
の
宝
座
と
い
う
五
銭
芝

 

居
に
も
変
り
目
毎
に
よ
く
行
か
れ
た
。
兄

 （
日
野
義
淵
）
に
「
新
門
様
の
御
学
事
に

 
勤
務
中
は
小
芝
居
見
物
は
御
遠
慮
な
さ
る

 

方
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
」
と
諌か

ん
し止

さ
れ

 

て
も
「
こ
う
す
れ
ば
、
わ
し
と
い
う
こ
と

 

は
誰
に
も
分
か
ら
ぬ
」
と
赤
毛
布
を
着
て

 

頭
巾
を
深
く
被
っ
て
相
変
ら
ず
ゆ
か
れ
た
。

 

そ
れ
で
黙
っ
て
見
て
お
ら
れ
る
と
良
い
の

 

に
「
よ
う
や
る
の
う
や
、
才
子
ぢ
ゃ
の
う

 

や
」
な
ど
絶
叫
せ
ら
れ
る
た
め
、一
層
人
々

 

の
目
に
つ
い
て
、
幕
間
毎
に
見
物
人
一
同

 

父
ば
か
り
眺
め
て
面
白
が
っ
て
ど
う
に
も

 

な
ら
ぬ
（
中
略
）
浄
瑠
璃
も
よ
く
か
た
ら

 

れ
た
。
忠
臣
蔵
二
度
目
の
清
書
、
菅
原
伝

 

授
源
蔵
住
家
の
段
な
ど
は
素
人
離
れ
し
て

 

い
た
。
舞
も
上
手
で
あ
っ
た
。
旅
順
陥
落

 

の
夜
は
文
中
園
（
後
の
文
中
女
学
校
）
の

 

寄
宿
生
達
に
交
わ
っ
て
丹た

ん
ぜ
ん前
を
着
て
、
斉

 

藤
太
郎
左
衛
門
を
踊
ら
れ
た
。
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「ここに来て、現実を見てほしい」「忘れないで」
　　　　　　　　　　　　　　　　　２年が経過した東日本大震災の被災地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「五期会」の視察に同行

宮城県の閖上町から、気仙沼、南三陸、女川、石巻市へ

　

一
行
は
29
日

午
後
２
時
、
各

地
よ
り
宮
城
県

の
仙
台
空
港
へ

閖ゆ
り
あ
げ上

浜
の
語
り

部
を
訪
ね
日
和

山
、
閖
上
中
学

校
を
視
察
。
津

波
被
害
が
大
き

か
っ
た
仙
台
市

宮
城
野
区
蒲
生

の
本
願
寺
派
専
能
寺（
足
利
寛
之
住
職
）

に
参
拝
。
30
日
は
仙
台
別
院
の
お
晨
朝

に
参
拝
後
、
気
仙
沼
か
ら
南
三
陸
町
の

海
岸
沿
い
を
南
下
。
南
三
陸
町
歌
津
の

民
宿
「
や
す
ら
ぎ
」
に
宿
泊
。
最
終
日

の
31
日
は
大
川
小
学
校
、
女
川
町
か
ら

石
巻
市
に
入
り
、
門
脇
町
の
本
願
寺
派

称
法
寺
（
細
川
雅
美
住
職
）
に
参
拝
し

た
。

▶
仙
台
別
院
に
は
備
後
教
区

の
備
龍
会
な
ど
寄
贈
し
た
支

援
車
が
あ
っ
た

　

連
続
研
修
（「
連
研
」）
の
講
師
養
成
の

た
め
の
中
央
実
習
第
五
期
を
終
了
し
た
有

志
の
集
い
に
「
五
期
会
」
と
い
う
会
が
あ

る
。
年
に
一
度
、
研
修
を
兼
ね
た
親
睦
旅

行
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
は
５
月
29
日
か

ら
31
日
ま
で
の
２
泊
３
日
の
予
定
で
、
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
・
宮
城
県
を
訪
問

し
た
。
震
災
か
ら
二
年
が
経
過
し
た
被
災

地
。
津
波
被
害
の
象
徴
的
な
建
物
の
解
体

が
始
ま
り
、
生
活
の
表
面
上
は
少
し
落
ち

着
い
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
時
間
の

経
過
と
と
も
に
新
た
な
問
題
が
次
々
と
生

ま
れ
て
い
る
。「
こ
こ
に
来
て
、
現
実
を

見
て
ほ
し
い
」「
忘
れ
な
い
で
」
と
い
う

思
い
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
企
画

さ
れ
た
。
参
加
し
た
の
は
東
京
、
新
潟
、

大
阪
、
兵
庫
、
備
後
、
福
岡
の
各
教
区
の

住
職
、
坊
守
ら
12
名
。
案
内
は
震
災
直
後

か
ら
三
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
現
地
入
り
し
、

救
援
物
資
な
ど
の
輸
送
を
行
っ
て
き
た
福

岡
教
区
の
郡
島
俊
紀
・
光
照
寺
前
住
職
。

備
後
教
区
か
ら
は
小
島
照
行
・
法
泉
寺
住

職
が
参
加
。
以
下
、
同
行
の
許
可
を
い
た

だ
き
写
真
を
中
心
に
、
二
年
後
の
被
災
地

を
追
っ
た
。

（
教
区
報
専
門
委
員
）
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地
震
が
あ
っ
た
ら
、
津
波
に
用
心
」

　
　
先
人
が
残
し
て
く
れ
て
い
た
の
に
・
・
・
・
・

仙
台
市
蒲
生
の
専
能
寺

今
年
三
回
忌
を
勤
め
た
の
は
70
人
を
超

え
た
と
い
う
。

　

本
堂
も
庫
裡
も

仮
の
状
態
。
そ
れ

で
も
ご
法
義
を
よ

ろ
こ
ぶ
人
々
が
。

被災のモニュメント。新たな町や市場も

井
戸
水
が
人
々
を
救
っ
た 

 

大
震
災
の
あ
の
日
、
こ
の
集
落
は
津
波
に
の
ま
れ
、
46

戸
の
う
ち
、
35
戸
が
流
失
。
す
べ
て
の
道
が
途
絶
え
支
援

物
資
が
届
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

三
浦
千
恵
子
さ
ん
が
女
将
を
つ
と
め
る
民
宿
「
や
す
ら

ぎ
」
は
か
ろ
じ
て
残
っ
た
。
32
人
が
身
を
寄
せ
合
い
、
先

人
が
残
し
た
井
戸
水
が
役
に
立
ち
、
２
週
間
生
き
延
び

る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。「
笑
顔
で
懸
命
に
生
き
る
姿

を
未
来
を
生
き
る
子
供
に
見
て
ほ
し
い
」

と
。
ま
た
、
本
願
寺
派
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
お
世
話
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
「
私

は
禅
宗
だ
が
、
い

つ
か
、
本
願
寺
さ

ん
に
お
礼
に
参
拝

し
た
い
」
と
。

                 　

心
だ
け
は
流
さ
れ
な
か
っ
た

               　

仙
台
市
の
閖ゆ

り
あ
げ上
町
９
０
０
人
以
上
が
亡
く
な
っ
た
と

い
う
。
５
月
カ
ナ
ダ
の
支
援
で
水
産
棟
が
建
ち
、
復
興
へ
と
立
ち
上

が
っ
て
い
る
。
語
り
部
の
一
人
・
菊
池
訓
子
さ
ん
は
「
海
が
見
え
な

い
の
が
残
念
だ
」
と
い
う
子
ど
も
の
た
め
に
も
、「
心
だ
け
は
流
さ

れ
な
か
っ
た
」
と
、
支
援
に
支
え
ら
れ
て
復
興
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
小
高
い
日
和
山
に
は
昭
和
８
年
の
地
震
と
津
波
に
つ
い
て
の
石

碑
「
地
震
が
あ
っ
た
ら
、
津
波
に
用
心
」
と
刻
ん
で
あ
っ
た
。
菊
池

さ
ん
は
先
人
が
残
し
て
く
れ
た
の
に
、
と
残
念
が
る
。

本
堂
は
手
つ
か
ず
。
称
法
寺

石
巻
市
門
脇
町
の
本
願
寺
派
称
法

寺
は
今
も
津
波
の
爪
痕
が
残
さ
れ

て
い
る
。
地
震
の
日
、
住
職
は
仙

台
別
院
へ
い
て
必
死
の
思
い
で
帰

坊
し
よ
う
と
し
た
思
い
に
は
心
が

痛
ん
だ
。

　

写
真
中
央
下
に
見
え
る
の
が
、

本
堂
。
津
波
は
前
の
製
紙
工
場
の

紙
の
原
料
を
運
び
、
よ
り
悲
惨
な

状
態
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

あ
る
程
度
、
瓦
礫
は
か
た
ず
い

て
い
る
が
、
お
寺
の
前
ま
で
地
上

げ
さ
れ
る
予
定
と
か
。
本
堂
も
手

つ
か
ず
の
状
態
。
梵
鐘
は
流
さ
れ

た
ま
ま
。
住
職
の
「
今
後
ど
れ
だ

け
の
人
が
帰
っ

て
く
る
の
だ
ろ

う
か
」
の
言
葉

に
復
興
の
難
し

さ
を
感
じ
た
。
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ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ 

～ 

龍
樹
菩
薩 

～  
最
新
の
研
究
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る

　
　
　

連
載　

第
２
回

　

正
信
偈
の
記
述

　

わ
た
し
た
ち
の
知
る
龍
樹
と
い
う
の

は
、
親
鸞
聖
人
の
著
作
に
出
て
く
る
龍

樹
菩
薩
、
特
に
正
信
偈
に
説
か
れ
る
そ

の
人
で
す
。
そ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
言

わ
れ
ま
す
。

　

釈
迦
如
来
楞
伽
山　

為
衆
告
命
南
天
竺

　

龍
樹
大
士
出
於
世　

悉
能
摧
破
有
無
見

　

宣
説
大
乗
無
上
法　

証
歓
喜
地
生
安
楽

　

顕
示
難
行
陸
路
苦　

信
楽
易
行
水
道
楽

　

憶
念
弥
陀
仏
本
願　

自
然
即
時
入
必
定

　

唯
能
常
称
如
来
号　

応
報
大
悲
弘
誓
恩

　

お
釈
迦
さ
ま
が
楞り

ょ
う
が
せ
ん

伽
山
で
人
々
に
語

り
ま
し
た
。「
南
イ
ン
ド
に
龍
樹
と
い

う
偉
大
な
方
が
現
れ
て
、
有
や
無
の
邪

見
を
こ
と
ご
と
く
打
ち
破
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
大
乗
の
す
ば
ら
し
い
教
え
を

説
い
て
、
歓
喜
地(

菩
薩
の
十
あ
る
階

位
の
う
ち
下
か
ら
二
番
目
の
位)

に
至

り
、
極
楽
に
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
」
と
。

　

龍
樹
は
難
行
す
る
の
は
陸
路
の
旅
の

よ
う
に
苦
し
く
、
念
仏
の
教
え
を
信
じ

る
こ
と
は
易
行
で
あ
っ
て
水
路
で
の
旅

の
よ
う
に
楽
な
も
の
だ
、
と
お
示
し
に

な
り
ま
し
た
。
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
気

づ
き
念
仏
を
と
な
え
れ
ば
、
お
の
ず
か

ら
た
だ
ち
に
成
仏
は
定
ま
る
。
た
だ
常

に
如
来
の
お
名
前
を
と
な
え
て
、
そ
の

大
悲
や
誓
願
の
ご
恩
に
報
い
る
べ
き
で

あ
る
、
と
。

　

親
鸞
聖
人
の
著
作
を
読
む
と
、
聖
人

が
い
か
に
多
く
の
仏
典
に
精
通
さ
れ
て

い
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。
大
蔵
経
を
何

度
か
読
破
さ
れ
た
と
い
う
話
も
ま
ん
ざ

ら
嘘
で
は
な
さ
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
聖
人
が
『
楞
伽
経
』
を
読

ん
で
お
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

「
南
天
竺
」
の
比
丘
で
あ
る
龍
樹
が
「
有

無
の
邪
見
」
を
破
し
、
広
く
「
大
乗
」

の
教
え
を
説
い
て
「
歓
喜
地
」
に
ま
で

到
達
し
、最
後
は「
極
楽
に
生
ま
れ
る
」、

と
い
う
お
釈
迦
さ
ま
の
授
記
（
仏
と
な

る
確
約
）
が
出
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
龍

樹
よ
り
も
後
の
時
代
に

で
き
た
経
典
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、「
難
行
易

行
」
の
話
が
出
て
く
る

の
は
龍
樹
の
『
十じ

ゅ
う
じ
ゅ
う
び

住
毘

婆ば

し

ゃ

ろ

ん

沙
論
』
で
す
。
鳩く

ま摩

羅ら
じ
ゅ
う什
の
翻
訳
と
さ
れ
ま

す
が
、
実
は
彼
自
身
の

加
筆
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
疑
わ
れ
て
い
ま
す
。
龍
樹
の
教

え
を
中
国
人
に
も
わ
か
り
や
す
く
伝
え

る
た
め
に
改
変
し
た
の
で
し
ょ
う
。
龍

樹
の
も
の
で
は
こ
の
他
に
、『
大
智
度

論
』（
こ
ち
ら
も
鳩
摩
羅
什
訳
）
を
聖

人
は
読
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

両
書
に
は
阿
弥
陀
如
来
の
極
楽
浄
土

を
た
た
え
る
記
述
や
、
念
仏
を
す
す
め

る
記
述
が
出
て
き
ま
す
。
と
も
に
龍
樹

作
と
伝
え
ら
れ
ま
す
が
、『
大
智
度
論
』

に
も
漢
訳
の
際
の
加
筆
が
か
な
り
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
両
書
の
内
容
を

比
べ
る
と
矛
盾
す
る
記
述
も
多
く
あ
る

こ
と
か
ら
、
筆
者
が
違
う
の
で
は
な
い

か
と
い
う
説
ま
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
ま
だ
ま
だ
謎
の
多
い
書
物
な
の
で

す
。

　

龍
樹
の
著
作

　

龍
樹
に
帰
せ
ら
れ
る
著
作
は
他
に
も

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
が
、
実
は
、
西

方
浄
土
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
の
は
こ

の
両
書
く
ら
い
で
す
。さ
ら
に
い
え
ば
、

こ
れ
ら
の
浄
土
思
想
は
漢
訳
の
際
に
加

筆
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
親
鸞
聖
人
の
思
い
描
く
、
こ
れ

ら
の
漢
訳
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た

龍
樹
像
は
、
実
際
の
龍
樹
と
は
ズ
レ
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。
現
在
で

は
漢
訳
仏
典
だ
け
で
は
な
く
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
原
典
が
次
々
に
発
見
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
原
文
に
忠
実
な
翻
訳
で
知
ら

れ
る
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
仏
典
を
参
照
し
た

研
究
も
進
み
、
次
第
に
龍
樹
の
著
作
の

姿
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

そ
も
そ
も
『
大
智
度
論
』
の
「
智
度
」

と
は
「
般
若
波
羅
蜜
多
」
の
こ
と
で

す
。
つ
ま
り
、
こ
の
書
物
は
『
大
般
若

経
』の
注
釈
書
な
の
で
す
。『
無
量
寿
経
』

と
か
『
阿
弥
陀
経
』
で
な
い
の
が
意
外

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、実
は
龍
樹
は『
般

若
経
』
に
出
て
く
る
「
空
の
思
想
」
を

体
系
づ
け
た
こ
と
で
有
名
な
、
学
僧
な

の
で
す
。
そ
し
て
彼
は
後
に
、
仏
教
最

大
の
学
派
、
中
観
派
の
始
祖
と
し
て
崇

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

龍
樹
の
真
作
と
考
え
ら
れ
る
著
作
の

中
に
は
、
仏
教
内
外
の
他
学
派
と
論
争

す
る
書
物
や
、
王
へ
政
治
の
心
得
を
説

い
た
書
簡
、
ブ
ッ
ダ
を
た
た
え
る
讃
歌

な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
も
の
が
あ
り
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ま
す
。
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
に
も
説
か
れ

る
の
が
、「
空
の
思
想
」
な
の
で
す
。

残
念
な
が
ら
浄
土
信
仰
に
関
し
て
は
、

先
の
二
書
以
外
で
は
皆
無
と
い
っ
て
い

い
ほ
ど
出
て
き
ま
せ
ん
。

　

宗
祖
の
龍
樹
像
と

　
　
　
　

実
像
と
の
接
点

　

と
は
い
え
、
親
鸞
聖
人
の
思
い
描
く

龍
樹
像
が
ま
っ
た
く
の
虚
像
か
と
い
え

ば
そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
龍
樹
の
教

え
の
核
心
で
あ
る
空
の
思
想
を
、「
有

無
の
邪
見
を
破
す
」
と
い
う
か
た
ち
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。「
有
無
の
邪
見
」

と
は
、
本
当
は
存
在
し
な
い
も
の
を
存

在
す
る
と
誤
っ
て
考
え
る
「
有
」
の
見

解
、
そ
し
て
実
際
は
そ
こ
に
存
在
し
て

い
る
の
に
存
在
し
な
い
と
誤
っ
て
考
え

る
「
無
」
の
見
解
、
と
い
う
二
つ
の
正

し
く
な
い
も
の
の
見
方
の
こ
と
で
す
。

龍
樹
は
、
目
の
前
の
も
の
ご
と
を
、
存

在
し
て
い
る
の
で
も
な
く
存
在
し
な
い

の
で
も
な
い
、
と
捉
え
る
べ
き
だ
と
説

か
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
「
空
」
と
い

う
も
の
の
見
方
な
の
で
す
。

　

次
回
は
こ
の
「
空
の
思
想
」
を
く
わ

し
く
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
（
備
中
里
組
浄
心
寺　

津
田
明
雅
）

News ＆
　
　
　

声
明
の
源
流
を
学
ぶ

　
　
　
【
勤
式
】
６
月
12
日
、
前
期
勤

式
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
僧
侶
・
門
信

徒
合
わ
せ
て
38
名
が
参
加
し
た
。
講
師

は
大
八
木
正
雄
師
（
中
央
仏
教
学
院
通

信
教
育
部
部
長
）。
講
義
は
「
声
明
の

源
流
」
と
題
し
、
声
明
が
イ
ン
ド
で
発

祥
し
た
と
こ
ろ
か
ら
中
国
を
渡
り
、
日

本
に
伝
来
す
る
に
つ
れ
て
体
系
的
に
整

え
ら
れ
て
き
た
経
緯

や
、
正
信
偈
が
唱
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
背
景
等
で
、
本
願

寺
声
明
が
今
の
姿
に

な
る
ま
で
の
経
緯
を

学
ん
だ
。

　

子
ど
も
に
阿
弥
陀
様
の
ご
縁
を

　
【
寺
婦
】
５
月
13
日
、
若
婦
人
研
修

会
が
鴨
川
北
組
正
明
寺

に
て
開
催
さ
れ
、
寺
族

若
婦
人
39
名
が
参
加
し

た
。
講
師
は
松
月
博
宣

師
（
中
央
キ
ッ
ズ
サ
ン

ガ
推
進
委
員
）。
講
義
は

　

い
の
ち
の
教
育
を
学
ぶ

　
【
寺
婦
】
６
月
７
日
、
寺
族
婦
人
会

連
盟
（
不
二
川
演
恵
委
員
長
）
総
会
並

び
に
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
教
区
内
寺

族
婦
人
が
多
数
参
加
し
た
。

午
前
中
は
総
会
が
行
わ
れ
、
午
後
の
研

修
会
で
は
海
谷
則
之
師
（
龍
谷
大
学
名

誉
教
授
）
が
「
親
鸞
聖
人
と
い
の
ち
の

教
育
」
と
題
し
て
お
話
さ
れ
、
浄
土

真
宗
の
教
義
の
上

か
ら
い
の
ち
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
、

ま
た
、
み
教
え
を

拠
り
所
と
し
た
教

育
に
つ
い
て
学
び

を
深
め
た
。

　

医
師
と
僧
侶
が
安
ら
ぎ
を

　
【
ビ
ハ
ー
ラ
備
後
】
６
月
25
日
、
ビ

ハ
ー
ラ
備
後
で
は
、
総
会
及
び
公
開
講

座
を
開
催
し
た
。
任
期
満
了
に
伴
い
新

役
員
体
制
と
な
り
、
長
年
会
長
を
務
め

た
桜
田
淑
子
会
長
に
代
り
田
口
竹
子
会

長
が
就
任
し
た
。

　

午
後
の
公
開
講
座
で
は
、
大
嶋
健
三

「
私
の
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
」
と
題
し
、
こ

れ
か
ら
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
を
進
め
る
上
で

の
種
々
提
言
を
い
た
だ
い
た
。

平
成
25
年 

５
月

１
日　

同
朋
社
会
部
会

７
日　

門
信
徒
部
会

７
日　

勤
式
練
習
会

９
日　

連
区
議
長
・
所
長
会
同

　
　
　
　
　
　
　
（
～
10
日　

備
後
）

９
日　

ビ
ハ
ー
ラ
備
後
役
員
会

11
日　

常
例
法
座

13
日　

寺
婦
連
盟
若
婦
人
研
修
会

　
　
　
　
　
　
（
鴨
川
北
組
正
明
寺
）

15
日　

保
育
連
盟
中
四
国
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
（
～
16
日　

備
後
）

22
日　

三
者
懇
専
門
委
員
会

23
日　

寺
婦
連
盟
役
員
会

27
日　

広
島
同
宗
連
総
会

28
日　

実
践
運
動
委
員
会
全
体
会
・
総
会

30
日　

中
四
国
寺
青
野
球
大
会（
下
関
）

30
日　

仏
婦
連
盟
役
員
研
修
会

31
日　

キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
委
員
会

６
月

１
日　

中
四
国
仏
青
連
盟
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
（
～
２
日　

備
後
）

１
日　

中
四
国
仏
壮
連
盟
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
（
～
２
日　

四
州
）

３
日　

同
朋
三
者
懇（
尾
道
）

３
日　

勤
式
練
習
会

５
日　

門
徒
総
代
会
世
話
人
会

５
日　

布
教
団
役
員
会
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(

６
～
９
月)

６
日　

岡
山
同
宗
連
研
修
会

７
日　

寺
婦
連
盟
総
会

11
日　

教
堂
常
例
法
座

12
日　

前
期
勤
式
研
修
会

13
日　

教
堂
責
役
総
代
会

13
日　

常
備
会

17
日　

岡
山
同
宗
連
30
周
年
記
念
行
事

18
日　

実
践
運
動
常
任
委
員
会

19
日　

同
朋
テ
キ
ス
ト
事
前
研
修
会

20
日　

布
教
団
研
修
会
並
び
に
総
会

21
日　

夏
期
布
教
大
会

22
日　

中
四
国
仏
婦
連
盟
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
（
～
23
日　

山
陰
）

25
日　

ビ
ハ
ー
ラ
備
後
総
会
・
公
開
講
座

26
日　

矯
正
教
化
連
盟
全
体
会

26
日　

同
朋
テ
キ
ス
ト
事
前
研
修
会

26
日　

同
朋
社
会
部
会

26
日　

教
堂
財
産
管
理
委
員
会

28
日　

自
死
を
考
え
る
学
習
会

28
日　

保
護
司
民
生
委
員
の
つ
ど
い

７
月

２
日　

連
研
の
た
め
の
研
究
会

３
日　

勤
式
練
習
会

４
日　

キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　

協
議
会

９
日　

中
四
国
少
年
連
盟
指
導
者
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
（
～
10
日　

四
州
）

10
日　

矯
正
教
化
管
区
支
部
総
会

10
日　

門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
（
～
11
日　

山
陰
）

　

布
教
の
基
本
を
学
ぶ　
　

　　
【
布
教
団
】
布
教
団
研
修
会
並
び
に

総
会
（
６
月
20
日
）
お
よ
び
夏
期
布
教

大
会
（
同
21
日
）
が
開
催
さ
れ
た
。
研

修
会
で
は
、
白
川
晴
顕
中
央
仏
教
学
院

院
長
を
講
師
に
招
き
、
布
教
大
会
で
は

団
員
４
名
の
布
教
使
に
あ
わ
せ
白
川
先

生
に
も
ご
法
話
い
た
だ
い
た
。
布
教
大

会
団
員
出
講
者
は
次
の
通
り（
出
講
順
・

敬
称
略
）

郎
師
（
あ
そ
か
ビ
ハ
ー
ラ
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
）
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
、

終
末
期
を
迎
え
た
患
者
と
の
接
し
方
に

つ
い
て
の
講
義
を
さ
れ
、
花
岡
尚
樹
師

（
同
院
ビ
ハ
ー
ラ
僧
）
が
法
話
を
交
え

な
が
ら
死
と
の

向
き
合
い
方
を

話
さ
れ
た
。
こ
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
で

は
医
師
と
僧
侶

の
連
携
に
よ
り
、

患
者
が
安
心
し

て
苦
し
み
に
立

ち
向
か
え
る
環

境
作
り
を
心
掛

け
て
い
る
。

　
「
身
元
調
査
」の
実
態
を
学
ぶ

　
【
同
朋
社
会
部
会
】
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組

で
「
過
去
帳
」
開
示
の
様
子
が
放
映
さ

れ
た
問
題
を
受
け
、
本
年
度
各
組
に
お

い
て
同
朋
研
修

会
を
開
催
す
る

運
び
と
な
っ
た
。

こ
の
各
組
研
修

会
開
催
に
先
立

ち
、
同
朋
社
会

部
が
中
心
と
な

り
作
成
さ
れ
た

　

保
育
者
も
抱
き
し
め
ら
れ
た
い

【
保
育
連
盟
】
７
月
21
日
～
22
日
、
保

育
連
盟
（
熊
原
得
也
委
員
長
）
で
は
、

備
後
教
区
担
当
に
よ
る
中
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
ま
こ
と
の
保
育
大
学
講
座
を
神

石
高
原
ホ
テ
ル
に
て
開
催
し
た
。
本
願

寺
派
布
教
使
の
赤
川
浄
友
師
が
「
お
天

道
さ
ま
は
見
て
い
る
～
宗
教
教
育
の
必

要
性
～
」
と
題
し
講
演
の
後
、
子
ど
も

家
庭
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
の
富
田
富

士
也
師
が
「
だ
っ
こ
、
よ
し
よ
し
、
泣

い
て
い
い
ん
だ
よ
～
先
生
だ
っ
て
だ
き

し
め
ら
れ
た
い
～
」
と
題
し
て
講
演
を

行
っ
た
。
現
代
様
々
な
困
難
が
立
ち
は

だ
か
る
「
保
育
」
に
つ
い
て
、
僧
侶
の

立
場
と
心
理
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の

立
場
で
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
話

さ
れ
た
。
連
盟

加
盟
園
園
長
を

は
じ
め
、
関
係

者
約
２
０
０
名

が
参
加
。

テ
キ
ス
ト
「
過
去
帳
又
は
こ
れ
に
類
す

る
帳
簿
の
開
示
問
題
に
学
ぶ
」
の
事
前

研
修
会
が
行
わ
れ
た
。
第
一
回
（
６
月

19
日
）
研
修
会
で
は
、
組
長
、
実
践
運

動
委
員
、同
朋
社
会
部
員
等
が
出
席
し
、

テ
キ
ス
ト
の
概
要
に
つ
い
て
学
び
、
第

二
回
（
６
月
26
日
）
に
お
い
て
は
、
講

師　

藤
井
聡
之
師
（
安
芸
教
区
）
に
指

導
を
受
け
、
各
組
で
の
研
修
会
開
催
に

備
え
る
。

▽
枝
広　

大
智
（
深
津
組
崇
興
寺
）

　

是
山　

宗
憲
（
世
羅
組
真
行
寺
）

　

石
川　

知
全
（
沼
隈
西
組
正
圓
寺
）

　

藤
井　

義
英
（
比
婆
組
西
教
寺
）
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【
仏
壮
】
７
月
28
日
、
本
年
の
仏
壮
連

盟（
石
井
輝
美
委
員
長
）「
夏
期
研
修
会
」

を
、
講
師
の
藤
井
邦
麿
・
仏
壮
連
盟
活

動
推
進
講
師
を
お
招
き
し
、
世
羅
組
光

永
寺
に
て
開
催
し
た
。
講
義
で
は
、「
朋

友
の
輪
を
拡
げ
よ
う
～
わ
た
し
の
で
き

る
こ
と
～
」
と
題
し
、
仏
壮
活
動
の
必

要
性
を
お
法
り
の
う
え
か
ら
お
話
し
さ

れ
、
参
加
者
１
０
１
名
が
熱
心
に
耳
を

傾
け
た
。
今
後
、
単
位
会
結
成
を
検
討

し
て
い
る
寺
院
も
あ
り
、
活
動
が
活
発

に
な
る
こ
と
を
願
う
。

11
日　

教
堂
常
例
法
座

11
日　

法
式
法
務
専
門
委
員
会

16
日　

少
年
連
盟
総
会
・
指
導
者
研
修
会

　
　
　

  

並
び
に
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
公
開
講
座

18
日　

門
信
徒
の
つ
ど
い

18
日　

組
長
会

18
日　

寺
院
振
興
対
策
委
員
会

18
日　

賦
課
基
準
等
調
整
委
員
会

18
日　

災
害
対
策
委
員
会

20
日　

中
四
国
保
育
大
会

　
　
　
　
　
　
　
（
～
21
日　

神
石
）

22
日　

仏
婦
連
盟
常
任
委
員
会

28
日　

仏
壮
連
盟
夏
期
研
修
会（
世
羅
）

　

幅
広
い
世
代
に

　

五
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六

日
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
尾
道

の
浄
泉
寺
を
会
場
に
備
龍
会
結

成
四
〇
周
年
記
念
事
業
「
お

寺
で
フ
ェ
ス
タ
！
」
を
実
施

し
、
目
標
を
大
き
く
超
え
る

二
八
〇
〇
人
以
上
の
来
場
を
頂

い
た
。
遠
近
各
地
、
特
に
関
東

か
ら
来
ら
れ
た
方
が
多
か
っ
た

こ
と
も
予
想
外
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
北
は
秋
田
県
、
南
は
大

分
県
と
い
う
広
範
囲
か
ら
の
参

加
を
得
た
こ
と
は
驚
き
だ
っ
た
。

　

こ
の
事
業
を
開
催
す
る
に
あ

た
っ
て
は
「
幅
広
い
世
代
の
日

備龍会結成 40 周年記念事業
お寺でフェスタ！お寺×アート×尾道。 頃

お
寺
に
来
ら
れ
る
機
会
が
な
い
方
に

も
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
い

う
思
い
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
お
寺

は
「
仏
の
教
え
を
伝
え
る
」
と
い
う
こ

と
が
大
事
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
ま
ず

は
お
寺
そ
の
も
の
、
そ
し
て
仏
教
の
も

つ
魅
力
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
大
切

に
企
画
立
案
し
た
。
そ
の
意
味
で
は
、

二
八
〇
〇
人
以
上
の
不
特
定
多
数
の

人
々
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
直
接

「
お
寺
」
と
い
う
空
間
を
楽
し
ん
で
も

ら
え
た
こ
と
は
何
よ
り
も
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ
る
。

振
り
返
っ
て
み
て

　
「
今
日
、
生
ま
れ
て
初
め
て
お

寺
の
中
へ
入
っ
た
。」
と
い
う
声

も
多
々
聞
こ
え
て
い
た
が
、
声
明
、

法
話
が
始
ま
る
と
皆
真
剣
な
表
情

で
心
を
傾
け
ら
れ
て
い
る
姿
に

は
、
お
寺
は
何
か
大
切
な
こ
と
を

聞
く
尊
い
場
所
だ
と
思
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
嬉

し
く
な
っ
た
。

　

音
楽
ラ
イ
ブ
で
は
、
優
し
く
あ

た
た
か
い
歌
声
に
、
皆
う
っ
と
り

と
聞
き
惚
れ
、
本
堂
の
前
庭
で
も

中
の
様
子
が
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
だ
さ
れ
た
。
手
を
叩
い
て
は

し
ゃ
ぐ
子
供
、
楽
し
そ
う
に
踊
っ

て
い
る
若
者
、「
こ
の
た
め
に
東
京
か

ら
帰
郷
し
た
孫
と
一
緒
に
来
た
」
と
嬉

し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
た
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
、
孫
と
一
緒
に
露
店
で
買
い
物
を

さ
れ
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

　

本
来
お
寺
と
い
う
場
所
は
、
誰
も
が

気
兼
ね
な
く
自
然
と
集
う
こ
と
が
で
き

る
地
域
と
密
着
し
た
開
か
れ
た
場
所
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
ま
さ
に
、
幼
い
子
供

か
ら
年
配
の
方
ま
で
が
一
緒
に
な
っ

て
、
同
じ
時
間
を
共
有
す
る
お
寺
の
姿

が
あ
っ
た
。
笑
顔
に
溢
れ
た
そ
の
光
景

を
見
て
い
る
と
、
思
わ
ず
胸
に
熱
い
も

の
が
込
み
上
げ
て
き
た
。

　

備
龍
会
と
し
て
も
こ
れ
ほ
ど
大
き
な

対
外
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
は
初
め
て

の
取
り
組
み
で
あ
り
、
全
て
が
手
さ
ぐ

り
の
状
態
。
経
験
の
乏
し
さ
か
ら
多
く

の
方
々
に
迷
惑
を
か
け
、
き
っ
と
無
理

難
題
を
押
し
付
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
と

思
う
。
何
事
を
行
う
に
も
一
人
で
は
で

き
な
い
、
多
く
の
人
た
ち
の
力
が
集
結

し
て
、
少
し
ず
つ
積
み
重
ね
て
、
は
じ

め
て
成
就
で
き
た
の
だ
と
、
し
み
じ
み

と
そ
の
有
難
さ
を
噛
み
し
め
た
こ
と
で

あ
る
。

　

浄
泉
寺
様
を
は
じ
め
、地
域
の
方
々
、

多
く
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
、
こ
の
事

業
を
営
む
こ
と
が
出
来
た
こ
と
に
心
よ

り
お
礼
を
申
さ
ず
に
は
お
れ
な
い
。
ま

た
、
備
龍
会
の
四
十
周
年
と
い
う
歴
史

の
重
さ
、
わ
れ
わ
れ
の
前
に
高
く
法
灯

を
か
か
げ
て
歩
み
を
す
す
め
て
く
だ

さ
っ
た
諸
先
輩
方
へ
の
感
謝
の
思
い
が

静
か
に
確
か
に
深
ま
っ
て
い
く
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
こ
の
事
業
に
込
め

た
思
い
が
、
ご
縁
に
遇
わ
れ
た
す
べ
て

の
方
々
の
中
で
種
と
な
り
、
そ
し
て
た

く
さ
ん
の
お
念
仏
の
花
を
咲
か
せ
る
こ

と
こ
そ
、
会
員
一
同
の
念
願
す
る
も
の

で
あ
る
。

　
　
　
「
お
寺
で
フ
ェ
ス
タ
！
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

※
写
真
は
16
㌻
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　青年布教使大会
　　と　き　8 月 30 日（金）朝席９時半 昼席１時
　　ところ　御調東組金剛寺
　   出講者（敬称略）
　　　　佐々木弘海　福間玄猷　藤井義英
　　　　苅屋光影　　大塚裕玄　岡部正顕

　平和の集い　「原子力災害の今」
　　と　き　9 月 10 日（火）１時～４時
　　ところ　福山リーデンローズ 小ホール
　　講　師　杉岡誠さん
　　　　　　（善仁寺住職　福島県飯館村職員）
　公聴会
　　と　き　９月 13 日（金）10 時～」12 時
　　「法灯継承式について」「実践運動について」
　中・四国仏青研修会
　　と　き　９月 14 日（土）～ 15 日（日）
　　ところ　沼隈南組　善行寺
　　講　師　中村好孝氏（岡山龍谷高校専務理事）
　　内　容　「仏教を科学的に解明する」
　　講　師　梵大英氏（三次組専法寺）
　　内　容　「地域の中にあるお寺
　　　　　　　　～お寺から出るお坊さん～」
　千鳥ヶ淵全戦没者追悼法要並びに
　被災地現地学習会
　　と　き　9 月 16 日（月）～ 17 日（水）
　　ところ　仙台別院　千鳥ヶ淵
　特別布教大会
　　と　き　10 月 10 日（木）朝席　昼席
　　ところ　世羅組真行寺
　　出講者（敬称略）
　　　　　箱田義信　法宗正勝　栗原一乗
　　　　　平山義隆　千葉隆誓　那須英信
　後期勤式研修会
　　と　き　10 月 24 日（木）
　　ところ　備後教堂
　　内　容　「お内仏の華の生け方について」
　僧侶研修会
　　と　き　10 月 28 日（月）
　　ところ　世羅組善行寺
　　講　師　淺田恵真（正博）勧学
　　内　容　「叡山浄土教の展開」

教
堂
常
例
法
座
出
講
者

インフォメーション
21 日　布教団研修旅行（～ 23 日）
27 日　僧侶常備会
28 日　連区布教使研修会（～ 29 日　安芸）
30 日　青年布教使研修会（御調東金剛寺）
３日　勤式練習会
４日　ビハーラ実践学習（ビハーラ花の里病院）
６日　常備会
10 日　平和のつどい（福山リーデンローズ）
11 日　教堂常例法座
14 日　中四国真宗青年のつどい
　　　（～ 15 日　鞆の浦）
16 日　東日本大震災現地学習会並びに
　　　千鳥ヶ淵戦没者追悼法要
　　　（～ 18 日　東北・東京）
20 日　門徒推進員念仏奉仕団
　　　（～ 21 日　本願寺）
26 日　連区実践運動協議会（～ 27 日　山陰）
１日　連区青年布教使研修会（～２日　山陰）
２日　仏婦寺婦実践運動研修会
８日　中四国仏婦大会（松江）
９日　三者懇（広島）
10 日　特別布教大会（世羅真行寺）
11 日　教堂常例法座
12 日　全国真宗青年のつどい（～ 13 日　熊本）
19 日　連区仏壮会員研修会（～ 20 日　四州）
24 日　後期勤式研修会
25 日　門信徒のつどい
26 日　門推連区実践運動研修会（～ 27 日　山陰）
28 日　僧侶研修会
30 日　ビハーラ・門推合同実践学習（藤江荘）
７日　 中四国講員研修会（～８日　かんぽの郷庄原）
11 日　教堂常例法座
12 日　勤式練習会
26 日　ビハーラ実践学習（寿園・相扶園）
29 日　教堂報恩講

今 後 の 予 定

八
月   

九　

月　
　
　
　

   

十　

月　
　
　
　

    
十
一
月

（
敬
称
略
）

８
月　

赤
柴　

宏
丞

　
　
　
　
　
（
沼
隈
西
組
光
満
寺
）

９
月　

深
水　

正
道　

　
　
　
　
　
（
三
次
組
専
正
寺
）

10
月　

福
間　

玄
猷

　
　
　
　
　
（
三
次
組
源
光
寺
）

11
月　

平
山　

智
正

　
　
　
　
　
（
深
津
組
光
円
寺
）

12
月　

長
谷
川　

憲
章

　
　
　
　
　
（
三
谿
組
善
徳
寺
）
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［
敬
称
略
］

　

鴨
川
北
組　

真
光
寺

　
　
　
　
　
　
　

古
孝　

法
祥（
法
祥
）

　
　
　
　
　
（
平
成
25
年
３
月
29
日
付
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  [

敬
称
略]

　

中　

組　

光
福
寺

          　

前
坊
守　
　

釋
圍　

壽
美
惠

　
　
　
　
　
　
　

 　

 （
３
月
20
日
寂)

　

世
羅
組　

弘
願
寺　

様

　
　

よ
り
香
典
返
礼
を
頂
き
ま
し
た
。

　

「
ひ
ざ
掛
け
」
備
後
教
堂

　

深
津
組
専
明
寺　

洗
心
仏
教
婦
人
会

様
よ
り
教
堂
参
拝
者
の
方
へ
ひ
ざ
掛
け

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
拝
者
か

ら
は
「
寒
い
冬
も
ク
ー
ラ
ー
で
足
元
が

冷
え
る
夏
も
、
両
方
使
え
る
の
で
あ
り

が
た
い
。
私
の
お
寺
に
も
あ
っ
た
ら
い

い
」
と
好
評
の
声
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
敬
称
略
］

　

鴨  

川  

組　

教
善
寺　

　
　
　
　
　
　

    

三
次　

香
流(

香
流
）

　

沼
隈
南
組　

善
徳
寺

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

一
弥（
一
称
）

　

芦  

田  

組　

善
行
寺

　
　
　
　
　
　
　

堤　

寛
子    （
寛
淨
）

　

三  

次  

組　

眞
楽
寺

　
　
　
　
　
　
　

迫
田　

龍
教（
龍
教
）

　

御
調
東
組　

最
圓
寺

　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

敬
雅（
鳳
祐
）

　
　
　
　

    （
平
成
25
年
２
月
27
日
付
）

　

深  

津  

組　

法
真
寺

　
　
　
　
　
　
　

生
駄　

順
子（
順
華
）

　

沼
隈
南
組　

善
徳
寺

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

真
弥（
恵
真
）

　

三  

次  

組　

法
泉
寺

　
　
　
　
　
　
　

熊
谷　

龍
臣（
龍
臣
）

　

御
調
東
組　

福
成
寺　

　
　
　
　
　
　
　

平
山　

絵
里（
絵
里
）

　

御
調
西
組　

法
泉
寺

　
　
　
　
　
　
　

小
島　

淳
子（
妙
淳
）

　
　
　
　

    （
平
成
25
年
３
月
15
日
付
）

　

深 

津 

組　

慶
満
寺

　
　
　
　
　
　
　

松
井　

惠
美（
惠
美
）

　
　
　
　

   （
平
成
25
年
３
月
15
日
付
）
　
　

釋し
ゃ
く
い圍

信し
ん
り
ゅ
う隆

（
中
組
光
福
寺
）

　

先
般
、
７
月

１
日
の
人
事
で

本
山
式
務
部
よ

り
異
動
し
て
参

り
ま
し
た
、
釋

圍
信
隆
（
中
組
光
福
寺 

衆
徒
）
で
す
。

教
務
所
業
務
・
事
務
な
ど
未
経
験
な
こ

と
ば
か
り
で
す
が
、
新
入
職
員
の
気
持

ち
で
頑
張
り
ま
す
。
ご
指
導
・
ご
鞭
撻

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
無

趣
味
で
す
の
で
地
元
で
何
か
趣
味
を
み

つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
好
物
は
「
明

治
の
ご
ん
ぼ
う
」
で
す
。

　
　

村
上
恒
河
（
比
婆
組
徳
了
寺
）

　

短
い
間
で
し
た
が
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

〝
猛
暑
日
〟〝
ゲ
リ
ラ
豪
雨
〟
…
こ
の
原
稿
を

書
い
て
い
る
今
、
こ
ん
な
言
葉
を
幾
度
も

聞
き
、
実
感
す
る
８
月
、
夏
真
っ
盛
り
で

す
。
所
に
よ
っ
て
は
、
最
高
気
温
が
40
℃
を

超
え
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
猛
威
を
振
る
い
、
熱

中
症
や
自
然
災
害
に
よ
っ
て
多
く
の
被
害
が

出
て
い
ま
す
▼
そ
ん
な
中
、
甲
子
園
で
の
連

日
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
球
児
の
精
一
杯

の
プ
レ
ー
に
心
打
た
れ
ま
す
。
私
も
高
校
時

代
、
炎
天
下
で
白
球
を
追
い
か
け
た
一
人
で

す
が
、
ふ
と
当
時
の
様
子
を
振
り
返
っ
て

み
ま
し
た
。
あ
の
頃
ど
れ
く
ら
い
の
気
温

だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
？
▼
高
校
３
年
生
だ
っ
た

１
９
９
７
年
８
月
、
京
都
市
の
気
温
を
気
象

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。
最

高
気
温
が
35
℃
超
の
い
わ
ゆ
る
猛
暑
日
は
２

日
。
平
均
し
て
約
33
℃
ぐ
ら
い
で
し
た
。
そ

れ
が
今
年
は
と
い
う
と
８
月
10
日
現
在
で
す

で
に
４
日
。参
考
ま
で
に
昨
年
は
12
日
。デ
ー

タ
か
ら
も
気
温
の
上
昇
は
明
ら
か
で
す
。
ま

た
、
当
時
か
ら
夏
に
は
夕
立
と
い
わ
れ
る
雨

が
よ
く
降
っ
て
い
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
近
年
夏
に
降
る
雨
は
、
ご
承
知
の
よ

う
に
勢
い
が
違
い
ま
す
。学
生
時
代
ま
で
は
、

夏
が
大
好
き
だ
っ
た
私
で
す
が
…
▼
お
盆
参

り
も
い
よ
い
よ
佳
境
で
す
。
冒
頭
の
言
葉
に

負
け
ず
、
最
後
ま
で
精
一
杯
お
勤
め
い
た
し

ま
す
。（
Ｚ
）

　

今
般
、
９
月
１
日
付
、
法
正
映
真
が

教
務
所
賛
事
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
１
日
付
、
村
上
恒
河
賛

事
が
宗
派
社
会
部
へ
異
動
と
な
り
、
新

し
く
釋
圍
信
隆
主
事
が
加
わ
り
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　

　
●
人
事
に
つ
い
て
　

　

比  

婆  

組     

正
専
寺　

　
　
　
　
　

  

小
田
原　

秀
文
（
秀
徳
）

　
　
　
　
　
（
平
成
25
年
６
月
28
日
付
）

 

寄　

贈

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

得
度
許
可
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

敬　

弔

教
師
授
与
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

香
典
返
礼
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す



(16) 2013( 平成 25）年 9 月１日

「音聲空間」　　光の映像演出の中での声明、雅楽、法話、そしてミュージシャンによる音楽ライブを勤めた。古今の音の繋がりを表現し、美しい
音曲が満堂の堂内に響き渡った。

「
お
寺A

R
T P

R
O

JEC
T

」

庫
裡
、
客
殿
、
茶
室
な
ど
の
日
本
伝
統
建
築
が
現
在
ア
ー
ト
に
彩
ら
れ
、
新
た

な
芸
術
空
間
と
し
て
演
出
さ
れ
た
。
な
か
で
も
、
二
十
四
名
の
現
代
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
扇
面
に

絵
付
け
を
成
し

た
、
儀
礼
用
具

「
中
啓
」
の
展
示

が
注
目
を
集
め

て
い
た
。
ま
た
、

夜
に
は
キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト
が

開
か
れ
、
鐘
楼

が
蝋
燭
の
明
か

り
で
彩
ら
れ
た
。

監
修
は
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
石
井
七
歩
さ
ん

「
子
供
コ
ー
ナ
ー
」　

お
子
様
に
も
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
に
様
々
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

企
画
し
た
。
西
本
願
寺
前
の
門
前
町
の
ゆ
る
キ
ャ

ラ
「
お
り
ん
ち
ゃ
ん
」
の
登
場
に
は
、
子
供
も

大
人
も
夢
中
に
な
っ
た
。

●
発

行
所

　
備

後
教

区
教

務
所

         〒
720-0052　

福
山

市
東

町
2‐

4‐
5　

●
発

行
人

     　
教

務
所

長
　

菊
池

宗
城

　
　

　
●

編
集

　
教

区
報

専
門

委
員

会


